























































－ 小学校社会科第 6学年単元「参勤交代」の場合 －
阿久津 理*・岡﨑 誠司
Hypothesis Examination in Learning History of the aim of
multilateral interpretation in Elementary Schools :
A Case of the Unit on “Sankinkoutai” in the Sixth Grade
Osamu Akutsu*, Seiji Okazaki
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経済弱体化 圧力 土産 忠誠心･信頼 宿場町 江戸拡大 交通網 商業発展 税負担
（最初）家光の目的 19（32） 18（31） 12（20） 5（8） 3（5） 1（2） 0（0） 0（0） 0（0）59（100）
（最後）家光の目的 17（23） 14（19） 4（5） 9（12） 4（5） 19（26） 3（4） 3（4） 1（1）74（100）
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図５ 知識と概念の構造図
Ⅶ 授業開発の成果と課題
本実践では，仮説吟味学習で単元を構成すること
によって子どもはそれまでの目的手段関係ばかりで
はなく，因果関係からも社会的事象を捉え直し，多
面的解釈を形成している。特に，以下4つの手立
てが有効だったといえる。
１ 成果
① 知識と概念の構造化
前頁のように，知識や概念の明確化により，子
どもにどんな具体的知識を獲得させるべきかが明
らかになり，一人一人の子どもがどの視点で事象
を見ているのかを捉えることができた。授業者が，
中心概念に向けてどのように授業を展開するかを
考える際の手掛かりとなった。
② 知的好奇心の喚起（矛盾の顕在化）
今回の実践では，参勤交代は「大名の経済力弱
体化を目的としたものである」という仮説と矛盾
する資料として「武家諸法度」を提示した。子ど
もたちは驚き，知的好奇心を喚起されるとともに，
視点を移動して思考する姿が見られた。歴史学習
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【Ｔ児の単元後の仮説】
における興味関心は，個人差や男女差が大きいた
め，意欲を高め，思考を活性化させるために，矛
盾を生む資料提示は大切である。
③ 具体的な場面設定による仮説の質の高まり
視点を移動し，仮説をつくる際には，根拠とな
る資料が必要である。第3時では，子どもの中
に，参勤交代の目的について新しく仮説を立てる
必要感が生まれた場面があった。そこでは，江戸
図屏風を示し，「もし，各藩が多人数で参勤交代
を行い，江戸の町に来るとしたら…」というイメー
ジをもてるようにした。子どもは資料を根拠にし
ながら，因果関係から江戸の町の様子を為政者の
立場や江戸の町人の立場になって考えることがで
きた。
歴史学習では，このように具体的な場面を設定
し，子どもがイメージをもって考えることができ
るようにすることが大切である。
④ 子どもが政策を評価する場面の設定
解決策を評価する能力（政策批判能力）の育成
を意図して，政策評価を行う場面を設定した。子
どもが作成した新聞（前頁に例示）を見ると，参
勤交代の目的を考える場面では用いなかった見方，
なかでも加賀の百姓の立場から考える姿が見られ
た。子どもの価値観に基づき評価を行わせること
で，知識を再構成して多面的に事象をみる態度を
育てることができるといえる。
２ 課題
今回，授業実践を通して新しい単元の開発を試み
た。まず，参勤交代という歴史事象について，目的
手段関係ばかりではなく，因果関係からも説明・予
測できるように授業を構成した。そして，多様な解
釈を行う場も設定した。しかし，江戸時代の社会の
体制をとらえる，つまり「時代解釈」は明確化でき
ていない。参勤交代は，江戸時代の街道整備や町人
文化の発展と関係が深く，江戸時代の特色を学ぶこ
とのできる事象であると考える。ただ，現時点では，
江戸の社会を説明する枠組みを学び取らせる歴史授
業というには不十分であり，今後実践を重ね，改善
を加えたい。
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